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７
月
の
豪
雨
災
害
以
後
、
例
年

の
「
た
な
ば
た
祭
り
」
、
企
画
し

て
い
た
「
も
も
ね
こ
様
祭
り
」
が

中
止
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
が
不
通
と
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
通
り
が

激
減
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
竹
原
に
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
た
い
と
の
思
い
で
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
の
駅
た
け

は
ら
」
「
し
ん
ち
ゃ
ん
広
場
」
「

消
防
署
」
と
も
連
携
し
、
中
学
生
、

高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
、
12
月
16
日
「
復
幸
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
は
あ
い

に
く
小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の

方
に
笑
顔
で
参
加
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

特
　集

竹
原
駅
前
商
店
街

▲�ボランティアの竹原高校生

#
が
ん
ば
ろ
う
竹
原

…
届
け
、
み
ん
な
に
元
気
な
竹
原
!!
…

今市　恵誉さん
竹原駅前商店街振興組合�理事長

▲�▲�ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生ボランティアの竹原高校生

今
田
議
員
　井
上
議
員
が
聞
く

今
回
の
特
集
は
、
12
月
に
復
興
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
さ
れ
た
商
店
街
の
み
な
さ
ん
に

復
興
へ
の
思
い
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

２月にもイベントを
開催するよ！

元気な商店街へぜひ
遊びに来てね～

（詳しくは裏表紙をチェック）
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樋口　哲さん
忠海ほほえみタウン商店会�会長

掛
町
商
店
街

▲�子ども和太鼓「葉組」のみなさん

◀�忠海学園の�
ブラスバンド

本岡　隆さん
掛町商店街振興組合�理事長

　
今
年
の
住
吉
祭
は
、
奉
納
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
の
前
日
に
豪
雨
災
害
が
発
生

し
た
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
商
店
街
の
会
員
や
被
災
さ
れ
た
近
隣

の
地
域
の
方
々
の
「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を

受
け
、
「
が
ん
ば
っ
て
る
竹
原
、
が
ん

ば
っ
て
る
掛
町
」
を
合
言
葉
に
、
12
月

９
日
に
「
掛
町
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
災
害
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
荘
野
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
子
ど
も
太
鼓
の
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
ポ
ニ
ー
と

遊
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
餅
ま
き
も
あ
り
、

寒
さ
の
な
か
多
く
の
お
客
様
に
よ
ろ
こ

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
12
月
22
日
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
元

気
忠
海
」
と
し
た
歳
末
ジ
ャ
ン
ボ
大
抽

選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
忠
海
学
園
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
忠
海

出
身
の
歌
手
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

会
場
の
ま
わ
り
は
長
蛇
の
列
と
な
り
ま

し
た
。
お
客
様
は
午
後
４
時
頃
ま
で
途

切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
元
気
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

忠
海
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
商
店
会
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　　　　　　　　　　　　　　　 第3回　臨時会で議会  人事決定

総　務　文　教　常　任　委　員　会

議
長

　
大
川　
弘
雄

　
ご　
挨　
拶

　
皆
様
に
は
平
素
よ
り
議
会
に
対

し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
11
月
の
市
議
会
議
員
の
改

選
に
伴
い
議
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
大
川
弘
雄
で
す
。
竹
原
市
議
会

は
、
４
年
前
に
委
員
会
中
心
主
義

制
度
に
移
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
会
で
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
堀

越
賢
二
副
議
長
と
共
に
新
た
な
体

制
の
下
、
さ
ら
に
竹
原
の
活
性
化

に
繋
が
る
議
会
活
動
を
し
、
皆
様

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　
昨
年
は
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ

委
員
長

　
今
田　
佳
男

　
　副

委
員
長

　
下
垣
内　
和
春

■
所
管
す
る
事
項

●
一
般
財
政

●
財
産
管
理

●
市　
税

●
情
報
処
理

●
防　
災

●
広
域
行
政

●�

農
・
林
・
水
産
・�

商
工
・
観
光
振
興

●
教　
育

●
文
化
・
体
育
振
興

●�

水
道
等

委
員

山元　経穂 道法　知江 松本　　進吉田　　基大川　弘雄

○�議会運営委員会とは、定例会・臨時会における
会期の調整や本会議の日程事項、質問者の順序
の調整など議会の運営を円滑にすることを目的
として、議会運営の全般について協議、意見調
整を図るために設けられる常設の委員会です。

○�この連絡会は、竹原市災害
対策本部が設置された場合
に、市議会が市災害対策本部
の対応を支援するとともに、
災害に対し迅速かつ適切な
対応を図る組織です。

議会運営委員会

委 員 長 川本　　円

副 委 員 長 道法　知江

委 員 今田　佳男

委 員 高重　洋介

委 員 井上美津子

委 員 松本　　進

議会だより編集委員会

委 員 長 井上美津子

事務局長 今田　佳男

委 員 下垣内和春

委 員 堀越　賢二

委 員 道法　知江

委 員 松本　　進

災害支援連絡会

大川　弘雄

堀越　賢二

高重　洋介

竹橋　和彦
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　　　　　　　　　　　　　　　 第3回　臨時会で議会  人事決定

民　生　都　市　建　設　常　任　委　員　会

委
員
長

　
竹
橋　
和
彦

副
委
員
長

　
宇
野　
武
則

■
所
管
す
る
事
項

●
市
民
生
活

●
福　
祉

●
環　
境

●
保
健
・
医
療

●
人
権
問
題

●�

農
水
畜
産
業
の�

施
設
整
備

●
土　
木

●
都
市
計
画

●
区
画
整
理
事
業

●�

公
共
下
水
道
等

委
員

り
、
本
市
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
今
年
は
復
興
元
年
で

あ
り
ま
す
。
年
末
の
定
例
議
会
で

は
、
復
興
の
た
め
６
憶
円
を
超
え

る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
に
関
す
る
入
札
も
順
調
に
こ

な
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
復
興
作
業
を

待
つ
ば
か
り
で
す
。

　
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

の
が
私
共
政
治
家
の
役
割
で
あ
り
、

責
務
と
心
得
、
総
力
で
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。
元
の
形
に
戻
す
復
旧

の
み
で
な
く
、
よ
り
良
い
も
の
を

作
り
上
げ
る
復
興
に
よ
り
、
人
口

増
の
望
め
る
“
Ｎ
Ｅ
Ｗ
竹
原
”
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
、
竹
原
の
未
来

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
と
も
引
き
続
き
、
市
民
の

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高重　洋介 川本　　円堀越　賢二 宮原　忠行井上　美津子

副
議
長

　
堀
越　
賢
二

〇�本市議会では、構成員2名以上のものをもって会
派とみなし、一人の場合は、無所属となります。

種　　別 定員 議選各種議員・委員

竹 原 市 � 監 査 委 員 1 井上美津子

広島中央環境衛生組合議会議員 3
大川　弘雄
道法　知江
今田　佳男

広島県市町総合事務組合議会議員 1 大川　弘雄

広島県後期高齢者医療広域連合議会議員 1 大川　弘雄

竹 原 市 民 生 委 員 推 せ ん 会 委 員 2 山元　経穂
下垣内和春

竹 原 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員 2 宮原　忠行
竹橋　和彦

竹 原 市 青 少 年 問 題 協 議 会 委 員 2 川本　　円
高重　洋介

大 久 野 島 活 性 化 協 議 会 委 員 1 道法　知江

会　派　名 所属議員名※印は、代表者

快 政 会
※高重　洋介
　堀越　賢二
　今田　佳男

民 政 同 志 会
※井上美津子
　山元　経穂
　竹橋　和彦

創 政 会
※川本　　円
　大川　弘雄
　下垣内和春

無 会 派

　松本　　進（日本共産党）

　道法　知江（公明党）

　宇野　武則（無所属）

　吉田　　基（無所属）

　宮原　忠行（無所属）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年 第4回 定例会 こんなことを審議しました！

常
任
委
員
会
の
よ
う
す

《
総
務
文
教
委
員
会
》

12
月
13
日・19
日
・
20
日・
21
日

　
議
案
第
71
号
「
竹
原
市
基
本
構
想

の
策
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
将
来

の
人
口
見
通
し
」
に
お
い
て
、
将
来

的
な
社
会
増
減
の
均
衡
を
目
指
し
つ

つ
、
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
推
進
す
る
各
種
施
策
の

実
施
効
果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
よ
り
「
市
民
に
対
し
て
計
画

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
78
号
「
一
般
会
計
補
正
予

算
」
に
お
け
る
主
な
内
容
は
、
市
内

す
べ
て
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

の
空
調
設
備
整
備
と
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
会
期
中
に
追
加
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
た
議
案
第
83
号
・
第
84
号
の
２

議
案
は
、
本
市
の
財
政
状
況
を
深
刻

に
受
け
止
め
て
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
部
課
長
の
給
料
月
額
を
減

額
す
る
内
容
で
す
。
「
財
政
健
全
化

計
画
」
に
お
け
る
歳
出
削
減
の
取
組

の
中
で
人
件
費
の
見
直
し
が
必
要
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
回
の
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し

た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
可

決
と
し
ま
し
た
。

委
員
長　
今
田　
佳
男

《
民
生
都
市
建
設
委
員
会
》

12
月
14
日
・
21
日

　
議
案
第
79
号
は
、
人
事
異
動
及
び

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
の
過
不
足

を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
債
務
負
担

行
為
に
つ
い
て
、
竹
原
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
水
質
検
査
に
要
す
る
経
費
と
し

て
水
質
検
査
に
係
る
業
務
期
間
及
び

限
度
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
議
案
第
80
号
は
、
広
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
シ
ス
テ
ム
機

器
更
改
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
を

追
加
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
２
議

案
と
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、

本
郷
処
分
場
（
安
定
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
）
の
危
険
性
の
排
除
を

求
め
る
請
願
に
つ
い
て
も
、
２
日
間

に
わ
た
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
紹
介
議
員
及
び
請
願
者
の
出
席
を

求
め
、
請
願
の
趣
旨
や
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を

し
た
結
果
、
最
終
的
な
判
断
に
至
る

に
は
引
き
続
き
慎
重
な
審
査
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
審
査
に
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　
竹
橋　
和
彦

議案番号 議案名 議案の概要 付　託
委員会

委員会
採　決

議案
第 80号

平成30年度竹原市後期
高齢者医療特別会計補
正予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ 554 千円を増額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 81号

竹原市教育委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

竹原市教育委員会委員中�梅田　一榮�委員は、平成 31
年1月31日をもって任期満了につき、その後任委員と
して�西川　敏博�氏を任命しようとするもの

省略

議案
第 82 号

竹原市教育委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

竹原市教育委員会委員中�河埜内　鈴子�委員は、平成
31 年 1月 31 日をもって任期満了につき、その後任委
員として�竹下　純子�氏を任命しようとするもの

省略

議案
第 83 号

特別職等の給与の特例
に関する条例の一部を
改正する条例案

市長、副市長及び教育長の給与について、平成 31年
1月1日から平成32年3月31日までの給料月額を
減額する特例措置を行うもの

総務 原案
可決

議案
第 84号

竹原市職員の給与の特
例に関する条例の一部
を改正する条例案

行政職給料表の職務の級が 7級である職員の給与
について、平成31年1月1日から平成32年3月31
日までの給料月額を減額する特例措置を行うもの

総務 原案
可決

請受
第30-1号

本郷処分場（安定型産業
廃棄物最終処分場）の危
険性の排除を求める請願

地方自治法第 124 条の規定により請願を提出する
もの 民生 継続

審査

発議
第30-3号

公立小中学校において教職員未配置を
なくす取り組みを求める意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する
もの 省略

発議
第30-4号

竹原市議会議員の議員報
酬の特例に関する条例案

竹原市議会議員の議員報酬の額を減額する特例措
置を実施するため、この条例案を提出するもの 省略

発議
第30-5号

竹原市議会政務活動費
の特例に関する条例案

竹原市議会議員の政務活動費の額を減額する特例
措置を実施するため、この条例案を提出するもの 省略

※「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生都市建設委員会
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　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年 第4回 定例会 こんなことを審議しました！

意　
見　
書

公
立
小
中
学
校
に
お
い
て

教
職
員
未
配
置
を
な
く
す

取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書

　
広
島
県
に
お
い
て
、
今
年
度
の
公

立
小
中
学
校
教
職
員
未
配
置
状
況
は

49
人
の
不
足
が
あ
り
、
文
部
科
学
省

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
連
続
し
て
６

年
以
上
未
配
置
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
現
場
で
は
懸
命

の
努
力
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
多

く
の
事
務
に
追
わ
れ
、
子
供
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き

な
い
と
い
う
本
末
転
倒
な
状
況
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
管
理
指
導
不

足
に
よ
る
不
登
校
や
非
行
化
、
学
校

荒
廃
等
、
様
々
な
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め

に
も
、
早
急
に
子
供
た
ち
に
本
来
得

る
べ
き
教
育
と
安
全
な
履
修
環
境
を

提
供
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
及
び
広
島
県
並
び

に
広
島
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て

は
、
教
職
員
不
足
が
も
た
ら
す
子
供

た
ち
へ
の
影
響
を
な
く
す
た
め
の
特

段
の
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

段
の
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

議案番号 議案名 議案の概要 付　託
委員会

委員会
採　決

議案
第 70号

竹原市公平委員会委員の選
任につき議会の同意を求め
ることについて

竹原市公平委員会委員中�平　総一郎�委員は、平成
31 年 1月 31 日をもって任期満了につき、その後任
委員として同氏を選任するもの

省略

議案
第 71号

竹原市基本構想の策定
について

平成 21年 4月に策定した竹原市基本構想に沿って
諸施策を推進してきたが、本年度で計画期間が終了
するため、平成 31 年度からの市政運営の指針とし
ての竹原市基本構想を定めるもの

総務 原案
可決

議案
第 72号

広島県市町総合事務組
合規約の変更について

広島県市町総合事務組合の構成団体である宮島競
艇施行組合の名称が「宮島ボートレース企業団」に
変更されることに伴い、規約を変更することについ
て、議会の議決を求めるもの

総務 原案
可決

議案
第 73号

竹原市職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例案

人事院の平成30年8月10日付けの給与改定に関する
勧告等を考慮して、職員の給料月額等を改定するもの 総務 原案

可決

議案
第 74号

竹原市議会議員の議員
報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改
正する条例案

平成 30 年度竹原市職員の給与改定に合わせ、市議
会議員の期末手当の支給割合について、改正しよう
とするもの

総務 原案
可決

議案
第 75号

竹原市特別職の給与及
び旅費に関する条例の
一部を改正する条例案

平成 30年度竹原市職員の給与改定に合わせ、市長、
副市長及び教育長の期末手当の支給割合について、
改正しようとするもの

総務 原案
可決

議案
第 76号

特別職の職員で非常勤
のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一
部を改正する条例案

公民館主事及び町並み保存推進員の報酬の額を改
定するもの 総務 原案

可決

議案
第 77号

竹原市の議会の議員及び長
の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一
部を改正する条例案

竹原市議会議員の選挙におけるビラの作成につい
ての公費負担を定めるもの 総務 原案

可決

議案
第 78号

平成30年度竹原市一般
会計補正予算（第 5号）

歳入歳出それぞれ 1,156,153 千円を増額補正する
とともに、繰越明許費、債務負担行為、地方債につい
て追加・変更を行うもの

総務 原案
可決

議案
第 79号

平成30年度竹原市公共
下水道事業特別会計補
正予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ 1,216 千円を増額補正するとと
もに、債務負担行為の追加を行うもの 民生 原案

可決

※「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生都市建設委員会
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　　　　「竹原市議会議員の議員報酬の特例に関する条例案」
　　　　「竹原市議会政務活動費の特例に関する条例案」

　人口減少及び少子高齢化の進行等に伴い、市税等の一般財源が減少する一方で、社会保障
関連経費や施設老朽化への対応経費の増加など、本市の財政状況は大変厳しい状況にありま
す。
　今後の財政見通しについても、甚大な被害を受けた平成30年7月豪雨災害に伴う復旧・復
興事業に多大な経費が必要とされ、非常に厳しい財政状況が見込まれております。
　このような状況下、市においては、行財政経営強化方針、財政健全化計画を定め、こうし
た財政状況の改善を図ることとしており、その一環として、このたび、市長をはじめとする
特別職の給与及び部課長級職員の給与を減額する特例措置を定めたところであります。
　こうした状況を踏まえ、市議会としても、本市の財政状況を深刻に受け止め、財政健全化
の一助とすべく、竹原市議会議員の議員報酬及び政務活動費を減額する特例措置を実施する
こととするものであります。

　　●発議 第30－4号「竹原市議会議員の議員報酬の特例に関する条例案」
　　・期　間／ 平成31年1月1日から平成32年3月31日まで
　　・内　容／竹原市議会議員の議員報酬月額について、3パーセント減額する

　　●発議 第30－5号「竹原市議会政務活動費の特例に関する条例案」
　　・期　間／平成31年4月1日から平成32年3月31日まで
　　・内　容／ 竹原市議会議員の政務活動費について、年額に対し50パーセント減額する

　議員報酬を減額する特例措置は、竹原市議会始まって以来の決断であり、全国的に見ても
あまり事例がありません。
　減額率や内容については、限られた時間の中において議員間でも様々な意見がありました
が、議員全員の賛成を得て可決致しました。
　一日も早い災害復旧・復興は誰もが願うところでありますので、全力で進めると同時に、
財政状況の改善を図り市財政の健全化に向け取り組んでいかなければいけません。
　今後とも、市民の皆さんの生活・福祉向上のために「チーム竹原市議会」として全力で取
り組んでまいります。

堀　越　賢　二

※議員発議とは…議員が議案を提出することをいい、市長が提出する議案と同様に、議会で審議をして採決します。

　　　　「竹原市議会議員の議員報酬の特例に関する条例案」
議員発議

たけはら市議会だより2019（平成 31）年 2月� 第 95 号（�8�）



平成30年 第4回 定例会 本会議における採決の結果

１１月１４日　全国市議会議長会研究フォーラム
１１月２２日　全国市議会議長会経済産業委員会
１１月２６日　全員協議会
１１月２９日　第３回臨時議会
１２月　５日　議会運営委員会
１２月１１日　第４回定例議会（～１２月２５日）
１２月１３日　総務文教委員会
１２月１４日　民生都市建設委員会
１２月１５日　広島中央環境衛生組合議会全員協議会
１２月１７日　本会議　一般質問（～１２月１８日）
　　　　　　　議会運営委員会（会期中）
１２月１９日　全員協議会
　　　　　　　総務文教委員会
１２月２０日　総務文教委員会

議 会 の う ご き
１２月２１日　民生都市建設委員会
　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　総務文教委員会
１２月２５日　議会運営委員会（会期中）
　　　　　　　代表者会議
１２月２６日　広島中央環境衛生組合議会定例会
　１月２４日　広島中央環境衛生組合議会視察（～２５日）
　１月２８日　議会運営委員会
　１月３１日　民生都市建設委員会
　　　　　　　 県市議会議長会東部ブロック議員研修会 

（府中市）
　２月　１日　全員協議会
　　　　　　　代表者会議
※この間、議会だより編集委員会は6回開催しました。

議案
番号

下
垣
内
和
春

今
田

　佳
男

竹
橋

　和
彦

山
元

　経
穂

高
重

　洋
介

堀
越

　賢
二

川
本

　
　円

井
上
美
津
子

大
川

　弘
雄

道
法

　知
江

宮
原

　忠
行

吉
田

　
　基

宇
野

　武
則

松
本

　
　進

採
決
の
結
果

議案第 70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案第 71号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案
可決

議案第 72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 74号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案
可決

議案第 75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案
可決

議案第 76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 78号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 79号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 81号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ 原案
同意

議案第 82号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ 原案
同意

議案第 83号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 84号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案
可決

発議第 30-3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議第 30-4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議第 30-5 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

たけはら市議会だより第 95号（�9�）� 2019（平成 31）年 2月



検
討
す
る
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
業
務
内
容

に
応
じ
て
最
適
な
方
法
を
採
用

し
な
が
ら
、
適
正
な
契
約
事
務

に
努
め
ま
す
。

質
問  

市
長
選
に
お
け
る
公
約

は
市
長
と
市
民
の
約
束
事
で
あ

り
、
改
革
に
は
市
長
の
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

公
約
実
現
の
見
通
し
と
財
政
改

革
の
決
意
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

財
政
健
全
化
計
画

を
速
や
か
に
策
定
し
、
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な

財
政
構
造
へ
の
転
換
を
図
り
つ

つ
、
災
害
か
ら
の
早
期
の
復
旧

・
復
興
、
ま
た
「
元
気
な
竹
原

市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  
地
域
情
報
基
盤
整
備
事

業
、
小
中
学
校
耐
震
化
工
事
で

の
随
意
契
約
は
、
地
方
自
治
法

の
随
意
契
約
が
出
来
る
場
合
を

拡
大
解
釈
し
て
は
い
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

地
方
公
共
団
体
と

し
て
行
う
契
約
は
、
極
め
て
厳

格
な
契
約
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

随
意
契
約
は
一
般
競
争
入
札
を

原
則
と
す
る
契
約
方
法
の
例
外

で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
た

う
え
で
、
法
令
に
基
づ
き
引
き

続
き
適
切
な
契
約
事
務
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

国
は
公
文
書
管
理
を
見

直
し
て
、
組
織
的
な
廃
棄
な
ど

が
行
わ
れ
た
場
合
の
対
応
を
人

事
院
の
懲
戒
処
分
の
指
針
に
明

記
し
た
。
本
市
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長 

国
の
動
向
も
踏
ま

え
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
公
文
書
の
不
適
正
な
取
扱

い
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

厳
正
な
処
分
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

新
規
職
員
採
用
後
の
誓

約
書
提
出
の
目
的
、
内
容
は
。

答
弁 

市
長 

地
方
公
務
員
は
、

地
方
公
務
員
法
第
31
条
に
お
い

て
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
職
務
の
宣
誓
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
宣
誓
書
に
お
い
て
は
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と

を
誓
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

広
島
県
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
業
者
公
募
に
お

い
て
、
募
集
１
０
０
件
中
参
加

業
者
１
社
の
み
が
45
件
。
県
監

査
委
員
会
は
知
事
に
改
善
を
求

め
て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
業
者
選
出
に
つ
い
て

は
、
提
案
ま
で
の
準
備
期
間
や

審
査
方
法
を
考
慮
す
る
な
ど
幅

広
い
参
加
が
見
込
め
る
手
法
を

質
問  

①
市
長
は
、
竹
原
市
民

の
水
源
を
守
る
立
場
か
ら
、
業

者
と
広
島
県
に
産
廃
場
計
画
の

白
紙
を
申
入
れ
る
べ
き
で
す
。

②
旧
上
三
永
産
廃
場
の
市
議
会

調
査
（
Ｈ
７
年
10
月
20
日
）
で

産
廃
５
品
目
以
外
（
注
射
針
、

乾
電
池
等
）
の
撤
去
の
確
認
は

③
雨
水
等
に
よ
り
腐
敗
・
変
質

し
な
い
廃
棄
物
が
、
な
ぜ
、
水

質
に
泡
・
臭
い
等
が
存
在
す
る

の
か
。

答
弁 

市
長 

①
産
業
廃
棄
物
の

許
可
、
指
導
監
督
は
県
に
属
し

て
い
ま
す
。
本
市
の
市
民
の
皆

様
が
不
安
を
お
持
ち
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
県
に
地
元
の

状
況
を
報
告
し
、
で
き
る
だ
け

不
安
を
取
り
除
い
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
業
者
に
対
し
て
も

き
ち
っ
と
説
明
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
形
で
現
在
対
応
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
②
広
島
県
が

設
置
業
者
に
撤
去
指
導
を
す
み

や
か
に
行
い
、
こ
れ
ら
の
産
業

廃
棄
物
の
撤
去
が
確
認
さ
れ
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
③
「
雨

水
等
に
よ
り
腐
敗
・
変
質
し
な

い
」
と
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
に

よ
る
、
河
川
等
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
水
質
検
査
な
ど
を
通
し

て
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問  

①
７
月
豪
雨
で
が
け
崩

れ
等
の
市
内
被
災
箇
所
数
は
。

復
旧
工
事
は
２
０
２
０
年
度
末

ま
で
に
完
成
で
き
ま
す
か
。
人

家
１
戸
の
防
災
対
策
は
。
②
道

路
・
河
川
の
復
旧
工
事
の
市
プ

ラ
ン
の
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

完
成
さ
せ
る
見
通
し
と
対
策
は
。

③
災
害
復
旧
の
財
源
は
。

答
弁 

市
長 

①
緊
急
に
対
策
が

必
要
な
大
規
模
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
が
け

の
高
さ
５
㍍
以
上
で
人
家
が
２

戸
以
上
の
９
箇
所
に
お
い
て
対

策
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

人
家
１
戸
の
被
災
箇
所
は
、
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一
体
の
土
砂

災
害
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
有
効
と
考
え
ま
す
。
②
③
今

後
も
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
て

災
害
復
旧
対
策
を
推
進
し
、
一

日
も
早
い
市
民
生
活
の
再
建
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則 ●市長選挙における公約と行財政改革について
●公金支出に伴う随意契約について　他 動 画

松
まつもと

本　　進
すすむ ●竹原市は本郷産廃場計画に明確な反対を示せ

●7月豪雨災害の復旧・復興事業を最優先に 動 画

がけ崩れ等現地確認したもの 175 箇所
人家2戸以上 19 箇所
人家１戸 39 箇所

道路・河川の被災箇所数 377 件
国等からの補助を受けて行う工事 166 件
市が単独で行う工事 211 件

総事業費 約 64 億円
国・県支出金 約 30憶円
市　　　 債 約 27億円
その他の財源 約���7 億円

（見込み）

①

②

③

たけはら市議会だより2019（平成 31）年 2月� 第 95 号（�10�）一 般 質 問



質
問  

①
地
区
防
災
計
画
の
策

定
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防

災
行
動
計
画
）
と
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
活
用
、
我
が
家

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
に

つ
い
て
は
。
②
防
災
教
育
を
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
と
思
う
が
。

答
弁 

市
長 

①
地
域
に
お
け
る

自
主
的
な
防
災
活
動
を
支
援
し
、

避
難
情
報
の
内
容
を
周
知
し
、

適
切
か
つ
迅
速
な
避
難
行
動
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
に
は
５
，

１
３
８
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
警
察
、
消
防
署
、
自
治
会

・
民
生
委
員
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係

る
避
難
体
制
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
各
家
庭
で

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製
は
有

効
な
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

②
児
童
生
徒
が

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め

ま
す
。

質
問  

①
人
口
が
減
れ
ば
事
業

も
減
ら
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

②
市
全
体
で
非
正
規
職
員
が
占

め
る
割
合
は
。
③
職
員
の
勤
務

体
制
で
療
養
休
暇
の
取
得
率
は
。

④
民
間
企
業
の
満
足
度
調
査
を

職
員
「
満
足
度
調
査
」
と
し
て

質
問  

今
次
災
害
は
ま
さ
に
歴

史
的
な
大
災
害
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の

歴
史
的
な
財
政
出
動
を
伴
う
こ

と
は
、
市
民
の
生
命
、
健
康
財

産
を
守
る
こ
と
が
最
大
の
責
務

で
あ
る
行
政
と
し
て
当
然
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
次
災
害
が
２
０
０

年
に
一
度
の
降
水
量
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以

上
、
復
旧
を
こ
え
た
復
興
と
郷

土
の
強
靭
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
さ
に
、
子
や
孫
に
伝
え
う

る
安
全
・
安
心
な
郷
土
の
強
靭

化
の
実
現
は
、
歴
史
的
な
大
災

害
を
経
験
し
た
現
在
を
生
き
る

わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
使
命
で
あ

り
、
責
務
で
あ
り
ま
す
。
市
長

に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
認
識

に
つ
い
て
共
有
し
て
い
た
だ
け

る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
市
長

自
ら
が
、
自
ら
の
身
を
切
る
改

革
を
実
践
し
、
財
源
確
保
へ
の

茨
の
道
を
切
り
拓
く
と
と
も
に
、

全
職
員
に
歴
史
的
大
災
害
に
立

ち
向
か
う
覇
気
と
自
ら
の
職
務

を
通
し
た
実
践
と
献
身
に
よ
る

財
源
確
保
へ
の
共
感
を
喚
起
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
市
長
の

決
意
表
明
を
求
め
ま
す
。

導
入
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

答
弁 

市
長 

①
事
業
規
模
の
縮

小
、
廃
止
を
随
時
行
い
ま
す
。

②
臨
時
・
非
常
勤
の
占
め
る
割

合
は
職
員
総
数
の
60
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
③
病
気
休
暇
を
取

得
し
た
職
員
は
、
29
年
度
９
名
、

今
年
度
10
名
で
す
。
④
満
足
度

調
査
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
や
住
民
満
足
度
向
上
に

繋
が
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

昨
年
７
月
の
生
活
実
態

調
査
か
ら
、
実
態
把
握
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

小
学
校
５
年
生
、

中
学
校
２
年
生
及
び
そ
の
保
護

者
に
、
所
得
額
に
加
え
生
活
実

態
や
学
習
環
境
等
に
つ
い
て
、

広
島
県
が
市
町
と
連
携
し
て
実

施
し
た
調
査
で
あ
り
、
生
活
困

窮
層
と
思
わ
れ
る
家
庭
が
約
10

％
、
生
活
困
難
層
は
約
26
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

答
弁 

市
長 

厳
し
い
財
政
状
況

に
お
い
て
、
災
害
か
ら
の
復
旧
、

復
興
事
業
の
実
施
は
、
財
源
や

人
的
リ
ソ
ー
ス
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
市
民
生

活
と
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
、

完
全
な
復
旧
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

災
害
復
旧
事
業
を
最
優
先
に
実

施
し
、
内
部
管
理
経
費
の
削
減

な
ど
事
務
事
業
の
見
直
し
、
大

規
模
な
投
資
的
事
業
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、
財
源
や
人
的
リ

ソ
ー
ス
を
確
保
し
な
が
ら
、
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
確
実

に
果
た
す
と
と
も
に
、
将
来
に

お
い
て
も
市
民
に
健
全
な
財
政

を
引
き
継
げ
る
よ
う
、
財
政
健

全
化
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

宮
みやはら

原　忠
ただゆき

行
歴史的な大災害に伴う財政出動と
財源確保のための身を切る改革について 動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江
●災害に備える再点検
●人口減少に応じて自治体事業の取捨選択
●貧困の連鎖を断ち切るために 動 画

たけはら市議会だより第 95号（�11�）� 2019（平成 31）年 2月一 般 質 問



質
問  

①
消
防
団
の
装
備
品
に

つ
い
て
②
消
防
屯
所
の
耐
震
化

は
。

答
弁 

市
長 

①
消
防
団
は
地
域

防
災
の
要
で
あ
り
、
消
防
団
の

装
備
の
改
善
や
消
防
団
員
の
確

保
等
は
、
地
域
防
災
力
の
充
実

・
強
化
に
必
要
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
消
防

団
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
必
要

な
装
備
品
の
整
備
に
努
め
、
消

防
団
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
②
消
防
屯

所
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
各
施
設
の
老
朽
度
合
と
適

正
配
置
も
勘
案
し
、
耐
震
化
も

含
め
た
必
要
な
取
組
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

①
復
旧
・
復
興
に
つ
い

て
の
市
民
へ
の
説
明
会
の
実
施

は
。
②
復
旧
・
復
興
の
時
期
は

い
つ
頃
に
な
る
予
定
か
。

答
弁 

市
長 

①
12
月
７
日
に
は

県
と
共
に
砂
防
事
業
に
か
か
る

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
今
後

も
引
き
続
き
必
要
に
応
じ
同
様

の
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
②
復
旧

・
復
興
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

道
路
、
河
川
な
ど
の
公
共
土
木

施
設
災
害
の
う
ち
、
人
家
な
ど

に
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
の
あ

質
問  

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
学
校
間
の
連
携
な
ど
を
進

め
ら
れ
る
お
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
弁 

教
育
長 

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
な
活
用
機
会
を
増
や

し
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
を
主
体
的
に
生
き
抜
く
こ

と
の
で
き
る
竹
原
市
の
子
供
た

ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

る
箇
所
、
交
通
量
が
多
い
幹
線

道
路
、
二
次
災
害
の
恐
れ
の
あ

る
河
川
な
ど
緊
急
性
の
高
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に

工
事
発
注
を
行
い
、
来
年
度
末

ま
で
に
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
規
模
な
復
旧

工
事
や
橋
梁
復
旧
工
事
な
ど
長

期
の
工
期
を
要
す
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
順
次
計
画
的
に
工
事

発
注
を
行
い
、
再
来
年
度
末
ま

で
に
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
補
助
金
交
付
規

則
は
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

市
長 

規
定
に
基
づ
き
、

補
助
事
業
ご
と
に
実
施
団
体
か

ら
実
績
報
告
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
事
業
内
容
や
支
出
が
申

請
内
容
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
か
な
ど
を
審
査
し
、
適

正
な
運
用
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

今
後
の
補
助
金
に
対
す

る
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

市
長
「
今
後
の
財
政
収

支
見
通
し
」
に
あ
り
ま
す
と
お

り
、
今
年
７
月
の
豪
雨
災
害
か

ら
の
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
の

実
施
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま

た
、
市
税
等
の
一
般
財
源
が
減

少
し
、
社
会
保
障
関
連
経
費
や
、

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
経
費

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇

す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
市
財

政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

補
助
金
に
対
す
る
方
針
に
つ
き

ま
し
て
は
、
収
支
が
均
衡
し
た

安
定
的
な
財
政
運
営
へ
の
転
換

を
図
る
た
め
現
在
策
定
中
で
あ

る
財
政
健
全
化
計
画
の
中
で
お

示
し
で
き
ま
す
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内和
かずはる

春
●7月豪雨災害による消防団の活動全般について
●7月豪雨からの復旧・復興について 動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●  ICTを積極的に利用した学校間の 

  連携について
●「補助金の交付」について 動 画

▲竹原市住みよさ満足度アンケート調査結果（概要版）から抜粋

●
教
育
環
境
に
つ
い
て

　

�

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か

はい
33.8％

いいえ
49.4％

わからない
11.3％

無回答 5.6％

たけはら市議会だより2019（平成 31）年 2月� 第 95 号（�12�）一 般 質 問



全員協議会で説明を受けました　平成30年12月21日

★第６次竹原市総合計画の前期基本計画（案）【平成31年度から5年間】
　●趣　　旨…�10年後の将来都市像�

�「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」 
の実現に向けて、5年間の取組の方向性を示す。

　●重点施策…�「元気」をテーマとした重点施策「たけはら元気プロジェクト」
　を設定し、この将来都市像の実現に向けた取組を加速させる。

将来都市像の
実現元気Ｐ

基本計画の推進

元気を原動力
として加速

　　　　①呼び込む“ちから”づくり（考え方：外からの賑わいづくり）
　　　　②育てる“ちから”づくり（考え方：内からの活気づくり）

★竹原市行財政経営強化方針（案）【平成31年度から5年間】
　●趣　　　　　　旨…�総合計画の推進を支える基本的な実行項目のひとつとして、�

行財政運営の具体的な考え方や取組を示す。
　●基 本 理 念…持続可能な行財政運営の確立
　●３つの基本的視点…市民起点　未来思考　改善意識

★財政健全化計画【平成31年度から5年間】
　●目　的…�市財政は極めて厳しい状況にあり、弾力的かつ収支が均衡した持続可能な�

財政構造の確立が急務
　●財政健全化に向けた基本的姿勢
　　▶�職員一丸となって、最少の経費で最大の効果�を挙げるという行政運営の基本に�

改めて立ち戻り、限られた財源で最大の効果が出るよう事務事業を見直します。
　　▶�前例踏襲に拠らず新しい発想のもとに、改善の意識・チャレンジ精神を持って、�

更なる歳入の確保と事務事業のゼロベースからの大胆な見直しを行い、財政健全化
に取り組みます。

　第6次竹原市総合計画（案）については、第５次計画の検証について質問があり、今後ＰＤ
ＣＡサイクルを回しながら、行政の継続性という観点から検討していくことになるとの答弁
がありました。
　財政健全化計画については、算出根拠、公有財産の活用、投資的経費、災害復旧・復興事
業に関する経費、歳入の確保等についての質問がありました。それに対し、極めて厳しい財
政状況が見込まれることから人件費の減額調整、事務事業の見直しなどで経常的経費の削減
に努めるとの答弁がありました。
　議会も一丸となって、弾力性のある財政の確立に向けた改善策を提言していきます。

主 な 質 疑

たけはら市議会だより第 95号（�13�）� 2019（平成 31）年 2月



　
今
号
は
、
改
選
後
の
新
し
い
編
集

委
員
会
に
よ
る
初
め
て
の
議
会
だ
よ

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
集
で
は
、
年
末
に
各
商
店
街
で

復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
、
今
年

も
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

る
竹
原
商
店
会
連
合
会
の
み
な
さ
ん

を
取
材
し
ま
し
た
。

　
３
つ
の
商
店
街
が
連
携
し
た
事
業

を
す
る
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、

「
オ
ー
ル
竹
原
」
で
復
興
に
取
り
組

む
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」
は
「
市
民
と
議
会

の
か
け
は
し
」
で
も
あ
り
ま
す
。
今

後
も
「
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
、

「
チ
ー
ム
議
会
」
と
し
て
一
致
団
結

し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。今

田　
佳
男
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編
集
委
員
］◎
委
員
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事
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局
長
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井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　堀
越

　賢
二

　
　道
法

　知
江

　
　松
本

　
　進

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

編
集
後
記

「
復
興
」へ
の
挑
戦

　

３
つ
の
商
店
街
と
か
ぐ
や
姫

ス
タ
ン
プ
会
が
初
め
て
連
携
し

た
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

多
く
の
お
客
様
に
よ
ろ
こ
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で

商
店
街
も
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　
今
年
も
新
し
い
企
画
を
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

内
商
業
者
の
ご
利
用
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●２月に開催予定のイベント
場　所 イベント 期　間

竹 原 駅 前 商 店 街 商店街を電車でGO! 2月17日

掛 町 商 店 街 フォト・ビデオ
コンテスト�in竹原 2月上旬〜2月15日

忠海ほほえみタウン商店会 ラビーロードイベント 2月17日
かぐや姫スタンプ会 竹原スタンプラリー 2月10日〜2月25日

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２月に開催予定のイベント

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２月に開催予定のイベント

▲竹原市商店会連合会�会長
尾野　剛章さん

たけはら市議会だより2019（平成 31）年 2月� 第 95 号（�14�）




